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組織培養の園芸的利用

植物の種々の部分を容器中で適当な栄養を与えて無菌

的に育てるという技術一細胞や器官が培養される場合も

あるが，一般に組織培養というーの進歩はめざましいが

この技術が闇芸にどんな利用面をもつか，現況と将来性

を概観してみよう。

1. 天然物質生産への利用

培養組織は，細胞の分裂によってカルスを増殖する。

徴生物工業のように，このカルスを大量に培養して，そ

れが生産する一次伐謝物(炭水化物 ・たん白 ・核酸な

ど)およびその植物特有な二次代謝物(アルカロイド ・

色素など)を得ょうとするもので，種々の薬用植物を中

第1図 ナシ果実組織の培養 (浅平ら，1970) 

総代情養をくり返えすと，年間少なくとも l∞万倍には

増航する。この増殖組織に，IJ;!;や香をどうしてつけるか

が問題。

京都大学農学部教授
農学博士

浅平端

心に，たん白源としてのダイズあるいはジャム ・ジュー

ス原料としての果実組織なども，培養の研究が行われて

いる。将来の食糧生産を含めた物質生産の，新しい技術

開発の可能性が開けている(第 l図〉。

2. 育種的利用

i )陸培養 遠縁植物聞の交配では，受精が行われて

も匹が発育を停止するとか，発育しても不発芽となるこ

とが多い。この場合，匪を摘出して培養し，新しい雑種

個体を育てることが行われている。この手段で，野菜や

花の種間雑種がいくつか作られてきている。

ラン種子の無菌発牙の技術は，早くから実用化してい

るが，これも一種の陸培養である。ラン種子は小さく ，

脹は未分化で眠乳がなく，自力で発芽できない。天然で

は，侵入した1H繭が栄養供給源となって共生発芽するが

その確率は低レ。1"歯の栄養培地で人工発芽が行われ，

現在多彩な品在の出現をみている。

ii)試験管内受精 柱頭での花粉発芽 ・花粉管侵入あ

るいは花柱 ・子房内の花粉管伸長などの阻害による不和

合性を解消する目的で，匹珠を摘出して花粉とともに培

jJ:に置床し花粉管を直接匹珠に侵入させ，受精した匪

珠を育てる方法である。野菜や花の自殖 ・種間 ・属間交
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配で成功例がある。多くは胎座の一部とともに佐珠を培

養しないと，完熟種子が得にくいとされている。

iii)半数体植物の育成 半数体が得られ Lば染色体倍

加は容易であるから，純系の植物体が育成され，育種上

の利益は大きい。やくや花粉を培養して，花粉起源の半

数体が得られている。花粉が受精匹のような分裂過程を

経て発育するタパコのような例と，花粉が分裂してカル

スとなったのち，幼植物体が分化するイネのような例が

ある。若い花粉をもったやく培養での成功例がほとんど

である。この方法で実用品種の育成が始まっている。

iv)原形質体融合による育種 細胞壁を除いた原形質

体は他の原形質体と融合し，この融合体は細胞壁を形成

し，かっ分裂 ・増殖し得る。この現象は，受精時に生殖

細胞の接合子形成でみ られるが，異種植物の体細胞の原

形質体融合によ って雑種個体を育成する試みがある。タ

パコの種聞や同種半数体聞の融合細胞から，完全な植物

体ができた例が既にあるし，ニンジンとエンドウなど，

いく つかの異種間の融合細砲が分裂し，細胞群を形成し

たという例もある。新しい植物ができるかもしれない。

裸の原形質体は高分子粒子の取込みが可能で，他の植

物から得た有用形質をもっ核 ・染色体 ・葉緑素などを取

込ませ，生産力の高い植物を作り出すことも可能であ

る。空中N固定能のないエンドウに，他品種のDNAを

取込ませて， N固定能をもっ新品種を育成した例があ

る。

， v)放射線育種への利用 放射線照射によりキメラ状

に生じた変異部分を分離して培養し，変異体を再生させ

ることが可能であり，栄養繁殖性植物の放射線育種も効

率的となった。観賞植物では，花 ・葉などに生じた変異

部分の培養で，変異体が得られるので，とくに有利な方

法である。

3. 病原体フリー植物の育成

栄養繁殖性植物はウイルスに感染すると，次代に健全

植物が得られなくなる。 茎の先端は古い組織よりウイル

ス感染が少ないか，ウイルスに感染していないから，茎

頂を培養してウ イルス ・フリーの健全個体を育成する方

法がとられる。しかし育成個体の催病の有無は，指標

植物を用いて検定し，繁殖用母本とする要がある。

わが国ではカーネーシ ョン，イチゴなどで，この方法

による無病苗の配布が実際化している。この方法は， 他

の病源体フリ ーの植物も育成できるので，培養状態での

無菌株の輸出入や，貴重な生殖質の病気による消滅を防

ぐことにも有用な手段である。

4. 栄養繁殖への利用

さし木などの栄養繁殖に利用されてきたように，植物

は不定芽 ・不定恨を再生する性質がある。種々の組織の

と 科 昭和51年12月 1日学

培養が可能になり，また器官再分化に関オる，植物調節

物質の作用について研究が進んだことによって，組織培

養による効率的な栄養繁殖が，多くの植物で可能となっ

た。

組織を培養すると細胞分裂がi誘発されるが，それから

芽や根が形成される過程には 3つの様式がある。 1)分

裂を開始した細胞(群)が直接器官の原基へと再分化す

る。 2)分裂が継続してカルスが形成されたのち，カル

ス内に器官原基が形成される。3)分裂を開始した組胞

が，受精匹と同様な発育過程を経て幼殖休となる。

どの過程をとるかは植物の種類 ・植物体の齢 ・供試組

織の差および培地条件 (主として植物調節物質の畳的質

的組成)による。

}(;._端や節聞の分裂組織やその他分化の進んでいない組

織で，細胞の分裂機能が高いので，若い組織の培養によ

って再生個体を得る可能性が出I¥，、。この方法は，園芸植

物と くにランの栄養繁殖法として普及がめざましい。

細胞が分裂し，器官が再分化する過程で、染色体異常が

生じ，道伝形質が変わる場合のあることが，この繁殖法

の問題点であるが，茎の節を培養してえき芽や副芽など

の定芽を発育させ，その節培養をくり返す方法でば，こ

の変化を避け得る。

最近，凍結貯蔵した培養組織も，器官再分化可能であ

ると報告されている。この方法で種子と|司様に，栄養繁

州l性植物の生殖質の長期保存の可能性がひ らけた。

5. 器管培養

閤芸生産の対象とされる花 ・果実 ・球根など種々の器

官の形成および発育の生理を研究するためには，熔官培

養は有力な手段である。他の部分との相関性を遮断した

状態で，その器官の形成 ・発育に対する物質的な条件を

調べ，その器官の生産技術に関する基礎的な資料が得ら

れている(第2図〉。

第2図 トマト果実の培養 (浅平ら，1971) 

15M花前の花をオーキシを加えた給地に植えて，単為結果さ

せると ，果実は肥大して着色して成熟する。この方法で，

空どう果などの生理病1)原因と対策が研究されている。
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1. はじめに

農業は食料生産を中心に発達し3 官廷園芸3 いわゆる

上流階級の趣味園芸で、あった花き園芸が，農業の一端に

加わったのは戦後の経済的繁栄に依るところが大きく，

我が国では花き産業が急速に発展したのは，昭和40年代

に入ってからと言っても過言ではない。

1ときは人の趣味・ l麿好を対称とした文化的性格の強い

作物であり，流行，経済動向，生活様式の変化などの影

響を受けやすく，生産量が経営に大きな影響を及ぼす他

の農作物生産に 3 不要な経営感覚が要求される。

花き閤芸は，生産に集中できる食料生産とは異なり p

生産物そのものが商品であり，栽培努力に加えて，生底

物の商品化と言った技術が必要であり，社会の動向に敏

感に反応し，対処できる感覚が要求される。つまり，花

き園芸では，生産活動に要する努力をいかにすくなくす

るかが，経営上大きな課題となる。、

2. 花きの肥培管理におけコーティンゲ肥料

花き生産物は他の農産物とは異なり，草姿の調和が要

求され3 花ばかりばなく，茎葉の美しさも品質を決定す

るうえに重要な要因となる。それだけに， JJ巴培管理には

他の農作物栽培とは異なった技術が要求される。

さらに，花きは対照となる作物や品種数が多く，消費

と ，Eレ
E
B宇 ーミ4

プー

棋の 11昔好の変化に合わせて，作付け品種を選び，生産す

ることが経営上避けられない。

花きの養分吸収特性については細谷ら(1976)がまと

めたものがあり，主な花きについては第 1表の通りであ

る。単に種類だけでなく，品種によって相当差が認めら

れ，花きの胞培管理のむつかしさがうかがえる。

花きの施肥量については，ベニングメフェルトが含有

成分率を始め，花きの栄養生理について検討し， ピート

を主体とした用土に対する施肥量をまとめたものが，第

2表に示したとおりである。

シグラメンについて第 1表と第2表を比較してみる

と，チッソの吸収量は0.50f}であるのに対して，施肥量

は1C当たりO.28.~O. 42 f}となっており，15c7n鉢の用土

量を1.5 gとすればO.42r-/0. 63 f}となり，肥料の利用率
から言えば理想的な数値と言えよう。

しかしながら用土の種類，かん水方法などによって

肥料成分の吸収量が異なることは，多くの研究で明らか

にされており，また，施肥方法が大きな影響を与えるこ

とはいうまでもない。

第 1図は鉢物栽培における無機態ヂッソ量の消長を見

たものであるが， 1恒!の施肥でもって，長期間無機態チ

ッソを保持することが困難であることは明らかである。

そのため，欧米の鉢物栽培では液肥が主体をなしてい

た。しかしながら最近ではフラスチックコーティング

肥料に代わりつつある。

第2図は，筆者らが電!照ギク栽培におけるコーティン

グ施用における，土壌1:1=1の無機態チヅソ量を試べたもの

であるが，長期にわたって一定量を保持している。

坂上ら(1971)はポット・マムの生育と土壌中の無機態

チッソ量を検討し，風lifZ:組1土1009当たり20mgr-/301llgで

第 1表 主な切花・鉢物の養分吸収量(細谷ら， 1976農業及び悶芸〕

種 重責 nEI 口 h重 名 作 汗二七IJ 
養分l吸収量 kg/a(鉢=g/鉢)

N P205 K20 CaO 

カーネーション 2.101 4 1.77 7 7.h 11 1.h 32 ピークー・フィッシャー 温室
3.15 1. 79 5.84 3.35 

キク 乙女桜・弥栄 1.k 48 0.44 8 2.33 5 0.h43 l 電照12月咲
1. 54 0.46 2.38 O. 

1.71 0.h 37 2.h 21 0.h 76 
" " " " 1月日美

2.11 0.54 3. 0.84 

" 新栄 露地 0.93 0.19 1. 78 0.35 

ノ〈フ エ1)ぜベス・クイーン 温室 2.03 0.73 1.17 0.97 

スーノfー・スター " 2.34 0.26 1.15 0.95 
ミスター・リンカーン " 3.45 0.33 1. 98 1.08 
ゴールデン・ラフ。チャー' " 2.46 0.29 1. 78 0.96 ノ'-0- " 2.96 0.31 1. 76 1.05 
ffーネット " 3.57 0.45 2.02 1.34 

スイート・ピー アメリカン・ビューティー温 温室 1.67 0.45 1.28 1.21 
ストック ノfシフィック・ピYク " 1. 74 0.75 6.89 2.08 
シクラメン ボンファイアー ( 5号鉢) 0.50 0.18 1.24 0.61 

ポット・マム ピンク・フ。リンセス・アン ( " ) 1.44 0.43 2.07 0.55 
ク、、ロキニュア パンザースカーレット ( " ) 0.28 0.07 0.51 0.34 
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キクでは切花栽培でも用

土中の無機態チッソ量が20

1/l[Jから301ll[Jが最適との報告

もあり，これらの事実から

キクの栽培においてのコー

ティング肥料の実用性は高

いものがある。

第2図から，用土111C当

たりのチッソ施用量を試算

してみると 2.6lcgから 3.2

lcgとな，り，オスモコート
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第 2表ペニンゲスフェルトの肥培管理

肥料要求皮 王 な ぞ毛 実質 栂類名
含有成分比(乾物重当り%) 施用成分適量 g

N P205 K20 N P205 K20 

{民い肥料
アジアンタム、エリカ、アンスリゥム 0.14 0.05 0.1 

要求度
ラン類、ガーテーニア、グラジオラス、 アサごレア 1. 59 0.64 0.99 

プリムラ・オブコヰカ、アザレア 0.20 0.15 0.2 

r~f立の肥料 アナナス類、フリージア、キンギョソウ
0.220 5 
0.18 0.25 

要求度 スイートピ一、ガーベラ、アネモネ、
グロキシニア 1. 55 0.66 3.55 

0.25 0.50 0.25 
アフェランドラ、シクラメン、グロキ 0.4 28 0.2 0.25 8 

シクラメン 2.20 0.42 3.62 
シニア、パラ 0.42 0.3 0.50 

多い肥料
ベフルゴニウム、ポインセチア、ハイ 0.38 0.36 0.42 

要求皮 ドランジア、セントポーリア、カーネ ポインセチア 2.28 I 0.66 I 3.09 I I 

ーション、キク、ラナンキュラス 0.70 0.60 0.70 

〔注〕施期成分適量=91ヒ・ート 1tn当たり

第 1図 鉢栽培におけるチッソ成分の消長(熊島〉

硫安1.6gi 
熔燐0.8gr /用二l二400g
硫加0.3gJ 

20 30 40 50 日
施肥後日数

用土=国土7+腐葉土3

(18-6-12)の施肥基準が 1d当たり 3kgから 3.5kgとな

tっていることにほど合致する。

つまり，切花栽培でも，鉢物栽培でも，コーティング

肥料は肥料成分を安定供給できることが明らかであり，

用途の広い肥料と考えられ，花き栽培における施肥技術

の簡素化に貢献するものと予想される。

3. コーティンゲ肥料の利用に当たって

の注意

コーティング肥料は成分供給の長期安定

性に優れ，安全性の高いことは前述のとお

りであるが，成分溶出，つまり無機化する

に当たって，温度と施肥方法による影響を

多少なりとも受けることが明らかにされて

し、る。

第 3図はコーティング肥料(多分，オス γ 

モコートの開発段階での試験〉の成分溶出

と各種条件について検討したものである % 

が，施肥方法，つまり，用土中に混合する

か，置肥するかによって成分溶出量の差が

大きく，ついで温度の影響が認められる。

特に，鉢物栽培では施肥方法による差が

知E

機 15
台包

チ
ツ 10
ソ
豆王

CA 5 
、¥

迫
ト十

g 0 
団司

第 2図 コーティンゲ肥料と用土中の無機態チッソ量

』似11チッソ成分鼠49.2kg/10a

15%リンlii'i公}J1I1ll1号
ド85%被覆リンfii'Vii.:力1I1f!.1-IJ-

施 IJE i灸 1:1 数

問題となろうが，この点については， コーティング肥料

は各種溶出期間の銘柄が準備されており，溶出期1'1011の選

定によって調節すること民妥当と考えられる。

4. おわりに

以上のように，花きは種類が多く，それぞれ，肥料の

吸収特性が異なるが， コーティング肥料は，これら花き

栽培のJJ巴培管理の多様性を，溶出期間の選定と施肥量に

よって簡素化し，安定生産に大いに貢献するものと考え

られる。

第3図 コーティンゲ肥料の成分溶出と施肥方法
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ジシアン・ジアミドと

私の出会い

全国農業協同組合連合会
技術顧問

業

黒川計

石灰窒素が日本で初めて生産されたのは明治42年で，

日本窒素肥料KKが熊本県の水俣に工場を建て生産を始

めた。つどいて大正元年に藤山常一氏が北海道の苫小牧

に石灰窒素製造の試験工場をつくり，新しい方法で製造

を初め，この方法を元にして大正4年電気化学工業KK

が設立され，福岡県大牟田に石灰窒素の製造工場をたて

両社で販売を始めた。

しかし，石灰窒素は施用法を誤ると作物を枯したり，

風で|燐の畑に飛ぶと，その作物に被害を与えたり，桑に

かふると，これを与えた蚕が死ぬことがあったりした。

大豆粕や魚粧!などを使っていた農家には危険な肥料で、

あり，やっかいチッソなどと云われた。そこで，生産さ

れた石灰窒素の 9割余が，硫安に変成されて販売され

た。

しかし使い方をおぼえた農家としては，硫安より 1r--.J

2割安いし，その肥効も緩効であったので良い肥料ーで、あ

った。特に濯蹴の不自由な水田では，硝酸化成がおそい

ことから，なくてはならない肥料となった。当時は，土

地改良事業もそれほど進んでいなかったので，この種の

水間は広く分布していた。

第 1次世界大戦後，欧州特にドイツを中心として空中

窒素固定工業が勃興し，硫安の生産は世界的に過剰気味

となり，日本の愉入硫安は昭和!初期から値下りが激し

く，特に世界的不況でもあり暴落した。このため，石灰

窒素からの変成硫安の生産は苦しくなり，石灰窒素その

ものでの施用が盛んに普及推進された。肥料の配給統制

を初めた昭和14年には20万屯にも達していた。

戦争中から終戦直後にかけて，水田土壌化学の研究が

進み， 日本には老巧化水田が広く分布していることが漸

次明かになり，特に昭和22年度から農林省は，戦後の食

糧増産を目途として低位生産地調査事業を行なうことに

なった。

この調査結果に基色昭和27年度から農林省は耕土培

養法を公布し，米の増産対策のため，最も重要な施策と

して秋落田の改良事業を実施することになり，土壌改良

資材の投入を助成することになった。

秋落田で稲が健全に生育し米の生産を高めるために

は，含鉄資材や客土の投入ばかりでなく，施す肥料その

ものも硫酸根を含まないものが望ましい。そこで秋落田

と 科
Aミ4
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では，特に石灰窒素・熔成りん肥などの無硫酸根肥料の

施用推進が行われた。

この結果，昭和15年には22万屯の消費であった石灰窒

素は，昭和31年には最高51万屯まで激増しなお増加の

傾向にあった。ところが，昭和30年頃から， ビニール等

有機合成品の需要が激増し，石灰窒素の原料であるカー

パイドが有機合成用に多量に使われるようになった。

カーパイドの生産量も増加したが，有機合成品の需要

は，それ以上であった。しかも，カーパイドは石灰窒素

の原料にするより，有機合成品の原料にする方が有利で

あった。石灰窒素の生産は増加するどころか，減り初め

た。他方，石灰窒素の需要は，農林省や農業団体の普及

推進により，年々増加していた。この需要増に対し，石

灰窒素の生産は対応できなくなった。

この需要のアンバランスが甚しくなったのは，昭和31

年の秋からであった。しかし品不足の傾向は，昭和30年

頃から出はじめていた。

私が農林省を退職して全購連に入ったのは，昭和30年

8月であった。当時，全j府連では，無硫酸根の窒素肥料

として石灰窒素のほかに，新肥料としての尿素の取扱も

初めていた。硫安協会と全購連が共同で，尿素の性質や

その合理的施用法に関する印刷物を出版することになっ

た。

私は農林省で数ヶ年に亘って課長や部長をやってお

り，肥料の勉強はあまりしていなかったので，尿素の肥

効などに|却する試験成績を新に調べてみた。

ところが，尿素は|度地の稲作期では，水分が適当で

PHが中性に近い場合は， 2月間で8割も硝酸に変り，

その後湛水すれば還元状態になり，大部分が脱窒により

窒素がとび，また水を入れた後，表面に施すと，水lやま

たは表)雷土で早く硝酸までに変り，肥効が低くなること

を知った。また土壌による吸着も少いので，流亡の損失

も少くない。

尿素は石灰窒素に扱くし、で重要な無硫酸根の窒素肥料と

考えられており，将来増産の可能性が大きく，近い将来

に石灰窒素の生産を追い越し，硫安とならんで，どうか

すると硫安の生産をも追い越すかも女1]れないと考えられ

ていた。したがって，無硫酸根の窒素肥料として，尿素

に期待するものが極めて大きかった。

それだけに，尿素の硝酸化成の異状な早さは，これを

稲作肥料として広汎に普及するに当り，私は大きな|丞難

にぶち当ったとし、う感が強かった。

そこで，尿素の硝酸化成抑制を， 1日も早くやり遂げ

なければならないと考えるにいたった。

硝酸化成抑制などの考え方は，欧米の畑作農業では考

える必要がない。欧米といっても先進農業国は多く寒冷
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地域であるので，硝酸化成は促進することこそ農業上重

要なことで，抑制するなど，とんでもないことである。

したがって，硝酸化成を抑制した肥料の生産など，考え

る必要がなかったものと思われる O!この種の肥料の生産

を意識的に考えたのは， 日本が最初であると思う。

以上のような考え方で，硝化抑制剤の研究に着手する

允め，当時，農林省農業改良局研究部で土壌肥料関係の

研究企画官をしておった今泉さんに，適切な委託研究先

などについて相談した。このH寺は昭和30年の晩秋であっ

すこ。今泉さんは，静岡県農事試験場で、行っていた農林省

指定肥料施用法改善試験の，私の次の主任技師で特に来日

Lい関係にあった。

その時の話によると，当11寺愛媛大学農学部の尾形助教

授(現在農林省草地試験場勤務〉が，尿素の不純物とし

て含み，作物の生育|障害を起し問題となったビューレッ

トの研究を行い，更に緩効肥料としてのオキザミッドの

研究をしていた。このオキザミッドの研究も援助しなが

ら，尿素の硝化抑制剤の研究の実施を依頼したらー…・と

いうことであった。かくして，今泉さんのあっせんで愛

媛大学農学部に尿素の硝化抑制剤の研究主依頼すること

になった。

委託試験は，室内試験と栽暗試験に分かれ，昭和30年

カミら33i:j三まで1]-うことになった。

室内試験

昭和30年，.._，32年の 3カ年で次の事項について試験が行

オつれTこ。

①硝酸化成抑制物質の探索

ジシアンジアミドは石灰窒素の分解等に関する研究

から，極めて硝化抑制が大きいことが判明していたの

で，ジシアンジアミドとその他数種の化学物質につい

て硝酸化成抑制剤の試験を行っち。

この試験の結果，ジシアンジアミドの抑制効果は極め

て優れていた。

②土壌中における作用条件の吟味

③作物の生育に及ぼす作用の試験

栽培試験

昭荊131年，.._，33年句 3カ年に豆久水稲と麦につき3

ポットと閏場で行う。

室内実験の結果を，作物の生育と関連させながら，

窒素化合物の消長を分析しながら試験を行う。

3 ・l
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以上の試験の結果に基色全購連は私が発明人とな

り，硝化抑制剤として，ジシアンジアミド入り肥料の特

許申請を昭和31雫5月に行った。そして33年8月に特許

が認められた。

たどこの特許は農業団体の立場から，全購連を通じ流

通するものに限ることとし，肥料価格を多少でも高めな

いという立場から，特許料は徴収しないことになった。

この試験の実施と併行するがごとく，石灰窒素の需要

が，無硫酸恨肥料運動により大巾に増加している中で3

その生産が減少する状態となり，昭和31年秋から大規模

な石灰窒素消費転換運動が始まった。嫌応なく，石灰窒

素の代りに尿素ということになった。

硫安協会は，その中に昭和31年3月に尿素研究会をつ

くり， 31年稲作から全国的に稲に対する尿素の施用法に

関する試験を始めた。農林省と全購連はこの試験成績を

よ!りどころにして，石灰窒素から尿素への転換を推進し

た。しかし，硝化作用の遅い石灰窒素から早い尿素への

転換には種々の問題があった。

全購連はやむを得ず，昭和32年の稲作から石灰窒素を

尿素で薄めて使う試験を3 西日本の県農事試験場に委託

して実施した。この結果尿素の窒素2に対して石灰窒素

の窒素 1の割合で配合しでも，硝化抑制効果は石灰窒素

単用と変らないという成績をあげ，昭和電工KKはこの

成績から，両者配合のダブルチッソの生産を昭和33年12

月から始めた。

私はまた石灰窒素消費転換運動を円滑にするため，塩

安に日をつけ3 昭荊132年冬に農工大学に室内実験を依頼

した。この結果，塩安は石灰窒素ほどではないが，尿素

より硝化抑制効果が大きいことが数字的に明らかにな

り，消費転換運動推進の重要な資料となった。尿素研究

会3 その他会社が硝化抑制剤の研究を始めたのは昭荊132

，.._，3年頃からである。

硝化抑制剤入り肥料として，最初に生産販売のため登

録したのは3 日東硫閤KKのチオ尿素入り化成肥料で，

昭荊-138年である。次いで登録されたのは東洋高圧玉業K

KのAM入り化成である。

ジシアンジアミド入り化成が登録されたのは昭和電工

KKで，昭和41年であった。この肥料の生産会社は，そ

の後増加し数社になっている。
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• 3月号

Sカルシウムと野菜
愛知県成業総合試験場
愛知県悶芸研究所長

'76年度本誌既刊総目次

生7Jく田11l!詰

5複合環境調節装置による

栽培と設定値について

(財〉電力中央研究所
生物環境技術研究所

• 1月号

S年頭の辞
使命を自覚しつつ

細心な注意と適切な対応を・.

チッソ旭肥料株式会社企画部長
美1芽剖i|司

//.-'"-， 

¥jjよい茶， うまい茶の肥培管理
~窒素肥料を中心として~

農林省*5-長試験場枕|崎支場

男岩) 1I I
 l
 

rト

5当面する肥料の需給状況と

今後の問題点について

iti林省j兵蚕園芸局)JB*，I機械課長補佐
幸石

武3出菊

S芝草の栄養特性と肥料
S肥料の物流について

，吊|王1i1WI チッソ旭肥料紙式会社

. 4月号
宏康見士日

全国!段業協同組合連合会
肥料炭i礎部総合課長

S大気汚染と施J]巴
Sイチゴの新品種とその特性

野菜試験場久留米支場
栽培研究室長

Mfi 文

s ;(Eき栽培における
C プラスチッグ・コーティシグ肥料の実用性

添、111 
農林省!災業技術研究所
肥料鑑定法研究室長

Mt 1長多木

S総合需給率は 1%仲びたが

カロリーは17年ぶりに低下

-49年度の食糧需給速報にみる~

夫征木本自福岡県園芸試験場
研究員

S野菜のいや地現象
jよ烏大学総合科学部
教授・ J:U寺(1'1然環境研究室)

-被覆複合肥料特集

Sコーティング肥料(被覆j肥料〉の現状
農業技術研究所化学部
肥料製造研究室長

す比
1%  λ~ 達木/~L， 

jl!-JJ 

Sく資料>

ム惇!京

g砂丘ラッキョに対するコーティング肥料の効果

鳥取県農業試験場土壌j肥料科長 大 野 猛

栗

※世界の股業生産と肥料の悶 i}~~的需給の惟移

※わが悶の窒素肥料の作物別消費量の割合
円い
向
H
H

Sスイカに対するコーティング肥料の効果
樹 1:県成業試験場野菜科長 森

• 5月号

Sカリフォルニアの農業と

生活から考えたいこと

愛知県fJJ}Jj(J.l!t業改良普及所

夫

S我社で研究開発した被覆燐硝安加盟について

チッソ旭肥料株式会社 技術開発部

義

ヲと文|二|

5経営拡大や複合化で

農業再建へ足がかり

<50年度のJJミ栄白書から>

。S三保の施設園芸と
コーティングJJ巴料の肥効

静岡県中部農業改良普及所清水支所

H百
H
H
H川
4

1
寸，IJll 平

S天北地方の土壌特性と施肥効果の基本
北海道立天北淡業試験場
土嬢肥料科長

• 2月号

S牧草の多量施肥の影響
~北海道根~}II地方の実態~

北海道立根釧農業試験場
草地科長

{@; 

義

江
μ

沢

i龍

谷

S茶の被覆栽培と寒冷紗の効用

鈴鹿1'111民業協同組合農産記'J!

市
出
。
治
山

キミj~起

S複合環境調節装置の開発と

水耕法によるメロンの栽培

2認識Z茶器類 I弘l • 6月号

S大規模生産機構の育成と

作付けの計画化推進が必要

~当選ころる交・大宮・予定・:F:ミ色、if 1) 11) j_J ~ 

ムド勾
，4咋
J
引
Y
IF 

教

哲

秀

iJ_J 

本

S家畜ふん尿の施用とその問題点について
九州農業試験場環境第2部
土嬢!肥料Ði~3研究室長 橋
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S夏秋野菜の

新作型「冷涼地ハウス栽培」

岐阜県高冷地政業試験場園芸科長 二ッ寺 勉

S土壌と高度化成肥料

佐官擢!蔀慨22山添文雄

. 7月号

S農業生産と異常気象

ヌ1北農業試験場長坪井八十二

Sみかんに対する“施)j巴の変せん"と
その拠りどころ

眼TFZ主主題諜 I-LI 村文一
S施設園芸に対する投資と採算
~主として施設建設費と採算の関係~

霊知書暗号??長棚田幸雄

Sく資料>
※l昭和51年度わが国政業生産の見通し

※世界の飼料穀物需給

• 8月号

Sメロンの新品種「新珠」と「サファイヤ」の
特性と栽培上の要点

八江農芸株式会社育稜顧問 南川 勝次

S施設園芸に対する投資と採算
野菜試験場企図述絡室長加 賀見宏

Sカーネーションの栽培
~神戸市中心の主要作型について~

兵庫県JP~業総合センタ{藤野守弘

S露地野菜に対する施肥法
~その将来の展望~

全技i術l主木普及所室j肥料技術J災主楽部幹 E互1に: 1捺 奨

• 9月号

5最近の林地肥培によせて
農林省林業試験場土壊部長・ 114学博土 地 |盗 男

S家畜の硝酸中毒と
グラステタニー症発生について

広島大学水畜産学部教授・没学|専土 尾 形 昭 逸

S奈良茶の現状と将来

奈良県政業試験場茶業分場長 今 西

5高冷地におけるレタス・スィートコーン

の連作栽培とCDU化成
山梨県農業試験場岳競分場渡辺 芳 明

• 10月号

S水稲の育苗床土について

主高品産者勝賞三 宅 信

5福岡式「人造機耕栽培法」の
あらましと，その効果

:徳岡県園芸試験場
そ菜栽培研究室長 近藤雄次

S閤芸風土記

徳島県のやさい園芸あれこれ

徳島県農協中央会佐藤靖臣

S葉たばこの塩素吸収による影響
専売公社鹿児島たばこ試験場 中 山 仁1-1

I~、

.11月号

S桑に対する燐硝安加盟の肥効
山梨県蚕業試験場栽桑科長 高 橋 恒夫

。¥3ラッキョウ (2年掘り〉に対する

コーティング肥料の効果

福井県農業試験場
土嬢肥料科長 上回

↑
仁
』!
 

'
古
品

S作物の種類と窒素の利用形態のいろいろ
京都大学没学部教授・炭学博士 高 橋 英

Sもも栽培の今昔
岡山県f災業試験場主任研究員岩 田 信 一

• 12月号

S組織培養の園芸的利用について

戸色を
京都大学農学部教授・決学問士 浅 平 古市

o ¥3閤芸におけるコーティング肥料
福岡県園芸試験場研究員柏 木征夫

Sジシアン・ジアミドと私の出会い
全技国農業術協同組顧合連合会問 7田相 JI[ 
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実

一一一…....11 いろいろとお世話になりました
あとがき
一-…H・ー一“ が，本年もこの12月号でお別れで
す。 1月号は，農業技術研究所長江川友治先生の

“これからの農業技術研究について想うこと"や，

同じく栗原淳先生の“アジアにおける有機肥料"

などで飾りたいと思います。どうか良い年を迎え

られますよう。 (K生〉


